
原子力・放射線部会 

令和６年度 8月例会レジュメ 

日 時 ： 2025 年 8 月 22 日(金) 18：00～20：00 

場 所 ： 機械振興会館 211 会議室＋web（MS-Teams を利用）併用ハイブリッド開催 

講 師 ： 岩熊 真司氏 東洋紡エムシー株式会社／元陸上自衛隊 

演 題 ： 福島原子力災害派遣における自衛隊の活動概要 

司会進行： 住川 隆 幹事 

技術報告： 同上 

参加者 ： ８９名（web 聴講者＋会場参加者） 

 

講演概要 

本講演の目的は、そうした極限状況下において自衛隊がどのように活動し、どのような課題や

教訓を得たのかを体系的に整理し、今後の防災計画および原子力災害対応に資する実践的知見を

提供することにある。岩熊氏は「この経験を正しく記録し、次の世代に伝えることが重要だ」と

述べ、講演の意義と社会的責任を明確に位置づけた。 

本講演は、福島第一原発事故における自衛隊の活動を、現場の実態と技術的知見を交えて報告

するものであった。化学科部隊を中心とする特殊武器防護隊の活動は、放射線防護、除染、住民

支援において重要な役割を果たした。講演者は「正しい放射線理解」「多機関連携」「除染技術の

高度化」が今後の課題であると強調し、講演を締めくくった。 


